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一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

RaMS紹介

の動画

2

法律の内容法律の内容
はココ

RaMSの
入口はココ
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システムに登録され公開同意され
た省令49条・破壊・再生業者の
一覧です。

3

利⽤料⾦がいつ、どこで、課⾦
されるかを案内しています。

点検・整備記録簿、⾏程管理票の
作成方法などを解説しています

た全国の充塡回収業者の一覧です。
近くの業者を探すことが出来ます。

システムに登録され公開同意され
た全国の充塡回収業者の一覧です。
近くの業者を探すことが出来ます。

機器管理番号シールの
ご購入申し込み窓口です

現在までに問合せのあったものを
集約しています。お困りの場合は
ここをご参照ください。
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システムの開き方／
事業所登録の方法

4

・RaMS(冷媒管理システム）の開き方。
・利⽤する事業者は必ずシステムに事業所登録する必要があります。（無料）
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システムの開き方 5

JRECOのホームページから、RaMS(冷媒管理システム）を
開きます。事業所登録をして、システムの利⽤を始めます。

ログイン画面
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事業所登録 6

ログイン画面から、
「事業所登録」ボタンを
クリックします。
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プルダウンメニューから
「登録業種」を選択します。
「充塡回収業者」を選択し
てください。

事業所登録

プルダウンメニューからプルダウンメニューから
業種を選択し、決定します

ＩＤとＰＷはＩＤとＰＷは
ご自分で決めてください。

7

事業所登録（無料）をしないと本システムを利⽤出来ません。
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事業所登録（入⼒）時点では、
事業者コード（Rで始まる数字9
桁）は表示されません。

再度ログインして、メインメュー
から「ログイン者の登録情報」を
クリックすると事業者コードが
表示されます。

事業所登録／事業者コード 8

重要
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ログブックを利⽤せず情報処理センター
に充塡量・回収量を登録

点検データ（充塡量・回収量等）の登録、
ログブックの新規作成、ログブックへの
点検データ（充塡量・回収量等）の登録、
ログブックへの簡易点検の登録や点検履
歴の閲覧

機器廃棄時の⾏程管理票の作成と一覧

都道府県知事への報告書の作成・閲覧

ログイン者登録情報の閲覧・変更や
統括関係リンク作成などその他の操作

充塡回収業者のメインメニュー画面 9
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10
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入⾦の方法

11

・事業所登録後に表示されるシステムが指定した口座に預け⾦として
入⾦します。

・入⾦した預け⾦の⾦額がシステムにポイントとして表示されます。
・システムにポイント（入⾦）がないと機器管理番号の新規取得や

データ登録の利⽤ができません。
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事業所登録した利⽤者が
ログインします。

入⾦の方法 12
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メインメニューの「ポイント取得口座」をクリックして開きます。

入⾦の方法 13
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指定のポイント取得口座情報が表示されます。この口座は、
ログインしている事業所専⽤の口座です。
自動引き落とし、他社からの振込、振替などには利⽤出来ません。

預かり⾦の返却も
出来ます。

現在利⽤可能な
ポイント（残高）が
表示されています。

入⾦の方法 14

ｘｘｘｘｘｘｘｘ

システムには午前１０時
と午後４時に入⾦情報に
もとづきポイントが入り
ます。
午前９時に入⾦しておけ
ば、当日の伝票作成が可
能です。
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必要事項を記入して、「預かり⾦返却」ボタンを押します。
なお、⼿数料￥500 を差し引いてご返⾦します。
（例）￥5,515－￥500＝￥5,015

入⾦の方法 15
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ご入⾦頂いた⾦額は、「預
かり⾦」ですので領収書の
発⾏は出来ませんが、経理
上必要な場合は、右図のよ
うな「残高預かり証」を発
⾏いたします。

入⾦の方法 16



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

ログブックの作成
（点検・整備記録簿作成）

17

整 備整 備

・ログブック（点検記録簿 ）を新規作成すると以後ログブックに登録された
充塡量・回収量のデータは同時に情報処理センターへ登録されます。

・情報処理センターへ登録された充塡量・回収量のデータは、管理者の算定
漏えい量報告の基礎資料になります。

新規作成
機器管理番号の取得
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機器１台ごとに機器管理番号とシステムを紐付
けして登録/管理します。

機器の初期登録 18
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機器の初期登録（機器管理番号の取得） 19

機器の初期登録は、管理者でも充塡回収業者でも登録可能です。

管理者
第1種
第2種
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ログブックの新規作成を含む整備の依頼 20

管理者

ログブックの新規作成
（機器管理番号取得と整備データの入⼒登録）

整備の依頼
メール又は電話

ログブックの新規作成を含む整備の依頼

依頼内容
シール購入

自動採番

第1種
第2種
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機器の初期登録 21

充塡回収業者がログブックを新規に作成する場合を説明します。
「ログブック新規作成・追加登録」ボタンをクリックして作成
します。

第1種
第2種



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

機器管理番号の取得方法は、下記の２通りがあります。
１．購入してあるシール＊の機器管理番号を入⼒する
２．システムから新規取得（自動採番）で入⼿する

この番号は、機器を廃棄するまで有効です。

＊シールはJRECOのホームページからオフラインで購入します。

機器の初期登録（機器管理番号登録） 22

利⽤料⾦
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システムが自動で機器管理番号を採番
する画面です。
新規のログブックを開きます。
１表と２表を入⼒します。
管理者情報は、初回は管理者の事業者
コード（Hで始まる数字9桁）を利⽤し
て入⼒します。2回目以降は履歴から
選択できます。
＊は入⼒が必須の項目です。機器の定
格出⼒もできるだけ入⼒してください。

機器の初期登録（自動採番）

１表

２表

23

初めて２表を入⼒する場合、点検・整備区分は
「設置時追加充塡量」しか選択できません。
次回より様々な点検・整備区分が選択できます。第1種

第2種
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内容を確認して
管理者へ「承諾
依頼」をします。

機器の初期登録 24

第1種
第2種
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充塡回収業者の一覧表に管理者からの“承諾待ち”の登録になります。
また、機器管理番号はこの時点で採番されます。

機器の初期登録 25

第1種
第2種
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充塡回収業者から管理者へ承諾依頼の
メールが入ります。

機器の初期登録 26

管理者

整備の承諾依頼
（メール又は電話）

管理者第1種
第2種
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管理者へ充塡回収業者から入った承諾依頼のメールです。
管理者は、システムを開いて、承諾欄に記入します。

機器の初期登録 27

管理者
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管理者は、内容を確認し、２表の管理者承認欄に記名入⼒
して、確認画面から「登録」ボタンを押すことにより充塡
回収業者へ承諾通知が自動的に送られます。

機器の初期登録 28

管理者
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機器の初期登録 29
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機器の初期登録 30

図に表す
ことも
⼤切

NLCX-CA8S-RDTF
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31

管理者

所有機器一覧

所有する機器の一覧表を作成することも重要
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ログブックへの点検・
整備データの登録

32

整 備整 備

・ログブック（点検記録簿 ）を新規作成すると以後ログブックに登録された
充塡量・回収量のデータは同時に情報処理センターへ登録されます。

・情報処理センターへ登録された充塡量・回収量のデータは、管理者の
算定漏えい量報告の基礎資料になります。
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整備の依頼 33

管理者

機器管理番号を取得してある機器の整備

整備の依頼
（メール又は電話）

整備の依頼依頼内容

第1種
第2種

1
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充塡回収業者によるログブックへの整備データ登録（ログブック一覧から） 34

管理者から整備の依頼が入って、
管理者から指示された機器管理番号を
一覧表から選択します。

該当する機器の伝票を選択して開きます。充塡回収業者の一覧表

第1種
第2種
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充塡回収業者によるログブックへの整備データ登録 35

【注意事項】【注意事項】
廃棄時は⾏程管理票

（引取証明書）を作成

ログブックを作成し、そこに
回収量、充塡量を入⼒すると
情報処理センターに併せて
自動的に登録されます。

２

２表を入⼒
します。

第1種
第2種
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管理者への登録承諾依頼 36

３ 管理者への登録承諾依頼

データ入⼒ 承諾依頼メール

管理者へ充塡回収業者から承諾依頼のメールが入ります。
この時に充塡回収業者からポイントが消費されます。
管理者は、メールのＵＲＬからシステムを開いて承諾欄に記名して承認します。

管理者

ログブックへの登録承諾依頼メール

第1種
第2種
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管理者による整備データの確認と承諾

管理者は、登録内容を確認して
２表の管理者承諾欄に記名し、
確認画面から「登録」ボタンを
押します。
充塡回収業者へ承諾通知が自動
的に送られます。

ログブック及び情報
処理センターへの
データ登録完了

４ 管理者による登録内容の確認と承諾

５

管理者

37
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充塡回収業者への承諾完了通知 38

６ 充塡回収業者への登録承諾通知

登録承諾

管理者

ログブックへの登録承諾完了メール

通知メール

第1種
第2種
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ログブック一覧（登録した機器の一覧）の活⽤ 39

ログブック一覧から定期点検・簡
易点検の時期を⾊表示で把握する
ことができます。

ログブック一覧で機器ごとの算定
漏えい量（累計）を把握すること
ができます。

算定漏えい量と点検時期
第1種
第2種
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整備のログブックへの点検・整備データの登録

①管理者が充塡回収業者に点検・整備（充塡・回収）を委託する。
②充塡回収業者がログブックに充塡・回収のデータを入⼒する。
③システムから管理者に入⼒データの登録承諾依頼メールが

送信される。
④管理者は充塡回収業者の入⼒したデータを確認し、承諾を⾏う。
⑤充塡・回収のデータがログブックと情報処理センターに同時に

登録される。
⑥システムから充塡回収業者に管理者が承諾した旨の確認メールが

送信される。

整備の依頼からデータ登録までの手順

40



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

ご利用料金について（点検記録簿利用時）

ポイント・利⽤料⾦ 41
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⾏程管理票作成

42

・機器を廃棄する時に使⽤します。
・紙（複写式）と同様の仕様になっています。
・フロン排出抑制法に準拠しています。

廃 棄廃 棄
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⾏程管理票作成－機器管理番号からの廃棄 43
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⾏程管理票作成－伝票の作成 44

ログインします。

登録したIDと
PWを使って

ログインします。

本来は機器所有者（廃棄者）が
⾏程管理票（A票）を起票しますが、
ここでは機器所有者（廃棄者）に
代わって充塡回収業者が起票する
場合を説明しています。

第1種
第2種
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⾏程管理票作成－伝票の作成 45

メインメニューから

「行程管理票作成」ボタン
をクリックします。

第1種
第2種



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

⾏程管理票作成－伝票の作成 46

第1種
第2種

「電子モード」を
選択
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⾏程管理票作成－伝票の作成 47

入力が終わりましたら廃棄者へ承諾依頼をします。
第1種
第2種

この欄は
廃棄者が
入力します
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⾏程管理票作成－伝票の作成 48

ここで、ポイントが消費されます。

充塡回収業者の一覧表に廃棄者
へ申請したことが登録されます。

廃棄者に入ったメールです。
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⾏程管理票作成－伝票の作成 49

廃棄者は、登録したIDとPWで
システムにログインします。
メインメニューから、「⾏程管理票
一覧」をクリックして開きます。

管理者
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⾏程管理票作成－伝票の作成 50

廃棄者は、「⾏程管理票一覧」から
”表示“ をクリックして該当する伝
票を開きます。

A票(回収依頼書)が開きますので、
廃棄者は、担当責任者の項目を入⼒
します。
「交付」ボタンを押して正式に回収
依頼書が充塡回収業者へ送られる。
ことになります。

管理者
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51

管理者／廃棄等実施者

紙データでお渡しします
（⾏程管理票作成の場合）

⾏程管理票入⼒は紙ベースの提出が可能⾏程管理票入⼒は紙ベースの提出が可能
了解！

廃棄者がシステムに利⽤登録をしていない場合でも、充塡
回収業者はシステムから紙の⾏程管理票（回収依頼書）を
出⼒して廃棄者に提出することが出来ます。

システムに利用登録
していません
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回収量の入⼒と
処理業者への依頼

52

・回収したフロンの処理を処理業者（省令４９条・破壊・再生業者）へ
依頼します。

・⾏程管理票から連動出来ます。
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53

・回収依頼書を承認した廃棄者から正式に回収依頼書が充塡回収
業者へ入ります。

・この場合、廃棄者から充塡回収業者に電話で伝票ＮＯを伝えて
案内されることもあります。

伝票の承諾案内
（メール又は電話）

伝票ＮＯ. Ａ00000092

第1種
第2種
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⾏程管理票作成－回収量の入⼒ 54

メールで廃棄者から充塡回収業者へメールで廃棄者から充塡回収業者へ
送られた場合。

充塡回収業者は、URLをクリック
してシステムを開きます。
ＩＤとＰＷを入⼒すると該当する
伝票（Ｅ票）が表示されます。

第1種
第2種
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⾏程管理票作成－回収量の入⼒ 55

E票が開きます。
この伝票にフロン回収
量を入⼒します。 クリックして、サブ

画面を開きます。
サブ画面にフロン
回収量を入⼒します。

第1種
第2種
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⾏程管理票作成－回収量の入⼒ 56

フロン回収量の入⼒画面（サブ画面）が表示されます。
入⼒が終わったら「更新する」ボタンを押します。
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⾏程管理票作成－回収量の入⼒ 57

E票に回収したフロン類の量が入⼒されました。
「交付」ボタンを押すことで引取証明書が発⾏されます。
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⾏程管理票作成－処理業者へ依頼 58

再度、一覧表から該当する伝票
を開きます。
Ｆ票が表示されますので、容器
番号、処理区分を選択します。
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⾏程管理票作成－処理業者へ依頼 59

「破壊」を選択すると破壊業者の選択欄が、
再生を押すと再生業者の選択欄が表示されます。
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⾏程管理票作成－処理業者へ依頼 60
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⾏程管理票作成－処理業者へ依頼 61

処理業者が登録していない
場合は、このまま確認画面
から「完了」ボタンを押します。
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⾏程管理票作成－処理業者へ依頼 62

処理業者が
システムに
登録して
いません

「完了」を押す

確認画面
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⾏程管理票作成 63

⾏程管理票作成のフロー。
処理業者への連携も出来ます。
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ご利⽤料⾦について（⾏程管理票作成時）

ポイント・利⽤料⾦ 64
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機器管理番号で管理
されている機器の廃棄

65

機器に機器管理番号が付いている機器（ログブックを作成している機器）
を廃棄する時は、その機器管理番号を入⼒して⾏程管理票を作成します。
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⾏程管理票作成－機器管理番号からの廃棄 66
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ログブックを利⽤している場合。
機器管理番号が付いている機器を廃棄します。

⾏程管理票作成－機器管理番号の廃棄 67

第1種
第2種



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

本来は機器所有者（廃棄者）が⾏程管理票（A票）を起票しますが、
ここでは機器所有者（廃棄者）に代わって充塡回収業者が起票する
場合を説明しています。
充塡回収業者は、メインメニューから「⾏程管理票作成」を開きます。

⾏程管理票作成－機器管理番号の廃棄 68

第1種
第2種
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回収依頼書が表示されますので、廃棄する機器の機器管理番号
を入⼒します。
登録・利⽤していたログブックの内容が自動的に表示されます。

⾏程管理票作成－機器管理番号の廃棄 69

第1種
第2種
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充塡回収業者が
「送付」ボタン
を押すと、廃棄
者（管理者）へ
回収依頼書が送
られます。

引取証明書交付
後にこの機器の
ログブックは閉
鎖されます。

⾏程管理票作成－機器管理番号の廃棄 70

第1種
第2種
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71

その他
１．都道府県報告書作成

２．登録情報の変更・編集
３. 利⽤料⾦（ポイント）

４.【参考】 簡易点検の記録

５.【参考】 情報処理センターのみ利⽤



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

72

都道府県報告書作成
「報告書作成、閲覧」ボタンでいつでも出⼒可能
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73

都道府県報告の出⼒
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都道府県報告書の作成 74
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都道府県報告書の作成 75
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登録情報の変更・編集

76

・代表者や担当者が変更になった場合など、いつでも事業所登録データの
変更が出来ます。

・事業者にシステムから付与された事業者コードのみは変更できません。
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メインメニューから、「ログイン者登録情報一覧」をクリックします。

登録情報の変更・編集 77
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ここに表示されている項目は
事業者コードを除いて全て
修正出来ます。

登録情報の変更・編集 78
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登録情報の変更・編集 79

都道府県の追加登録
充塡・回収を⾏う都道府県を追加して登録することも出来ます。

第1種
第2種
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充塡・回収を⾏う複数の都道府県がある場合には、
それらの都道府県を追加して登録してください。

登録情報の変更・編集 80

第1種
第2種
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充塡回収業者は、実際に業者登録している都道府県をすべてシステムに
登録します。業務を⾏う都道府県を追加して登録することが出来ます。

登録情報の変更・編集 81

充塡・回収のデータ入⼒や都道府県
報告書作成のために追加登録が必要

第1種
第2種
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利⽤料⾦（ポイント）

82

・システムの利⽤者としての事業者（事業所・統括部署・業者）登録は無料。
・データの閲覧・出⼒（印刷）は無料。
・簡易点検の入⼒は無料。
・機器管理番号シールを利⽤する場合は、別途現⾦で購入します。
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利⽤可能なポイント

利⽤したポイントの履歴

ポイント（システムにおける利⽤料⾦） 83
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「ポイント履歴」をクリックすると、現在のポイント残高が表示されます。
この表は期末決算に利⽤出来ます。

利⽤したポイントの履歴 84

利⽤したポイント
を期間を設定して
表示出来ます。
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簡易点検の記録

85

・システム内にログブックを作成している場合、簡易点検の
記録をすることもできます。（無料）

・簡易点検の記録は、管理者も入⼒できます。
・簡易点検の履歴は、いつでも閲覧、確認できます。
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簡易点検 86
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「ログブック一覧」から該当する機器（伝票）の
【簡易点検】をクリックして開きます。

簡易点検 87

管理者
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簡易点検の入⼒画面が開きます。使⽤機器の分類 ビル⽤パッケージ
エアコンと簡易点検フォーマット ビル⽤パッケージエアコン・店舗
⽤パッケージエアコン とは連動しています。

簡易点検 88

管理者
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簡易点検 89

過去の簡易点検記録簿を
⾒る場合は、
「ログブック一覧」から
【簡易点検】をクリック
します。
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簡易点検 90

簡易点検記録簿の「閲覧」を
クリックすることにより、
過去の簡易点検内容を閲覧す
ることが出来ます。
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整備時における

情報処理センターのみ
利⽤の場合

91

・システム内にログブックを作成せずに、充塡回収業者が情報処理センターへ
充塡量・回収量のデータ登録のみを⾏うこともできます。
この場合、管理者は別途ログブックの作成・保存が必要になります。

・情報処理センターへ登録された充塡量・回収量のデータは、管理者の算定
漏えい量報告の基礎資料になります。
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情報処理センターのみ利⽤ 92

管理者
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情報処理センターのみ利⽤ 93
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94

充塡量・回収量などを
入⼒します。

機器管理番号がありま
せんので伝票と機器を
関連づける必要があり
ます。

内容を確認して管理者
へ承諾依頼をします。

第1種
第2種
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情報処理センターのみ利⽤ 95

充塡回収業者の一覧表に申請内容が登録されます。
同時に管理者にメールで承諾依頼が送信されます。

第1種
第2種
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情報処理センターのみ利⽤ 96

管理者は、メインメニューか
ら「登録一覧表」をクリック
して申請書一覧を開きます。

一覧表の「閲覧」をクリック
して伝票を開きます。

管理者
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情報処理センターのみ利⽤ 97

管理者は、伝票を開いて、
管理者の承諾欄に記名
します。

内容を確認して充塡回収
業者へ承諾確認をします。

管理者
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充塡回収業者も登録された伝票を⾒ることが出来ます。
機器管理番号ではなく、伝票番号で扱います。

情報処理センターのみ利⽤ 98

第1種
第2種
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JRECO冷媒管理システム RaMS（ラムズ）のお問い合わせ先
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 情報システム部
電話：03-5733-5311 E-mail：contact@jreco.or.jp

終


